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平成２９年度全国学力・学習状況調査 忠岡町結果概要公表について

（１）調査の目的

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育
施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

○以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（２）調査の対象学年

○小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年

（平成２９年４月１８日に調査を実施した学校・児童生徒数 大阪府995校 71,298人）

○中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年

（ 同 大阪府470校 71,889人）

（３）調査の内容

①教科に関する調査 ・主として「知識」に関する問題 ［国語Ａ、算数・数学Ａ］

・主として「活用」に関する問題 ［国語Ｂ、算数・数学Ｂ］

②質問紙調査 ・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

（４）調査の方式 悉皆調査

（５）調査を実施した忠岡町の学校・児童生徒数

○実施校数 ○実施児童生徒数

・小学校：２校 ・小学校：160 人

・中学校：１校 ・中学校：147   人



公表に関する配慮事項について

平成２９年度全国学力・学習状況調査実施要領に基づき、次の点に配慮し公表する。

○忠岡町教育委員会は、保護者や地域の住民に対し、町内における教育及び教育施策に関する説明責任を果たす観点か

ら、調査結果を公表する。

○本調査の目的及び調査結果が学力や学習状況、生活状況の特定の一部分である。

○学校ごとの児童生徒の学力の結果が明らかになる公表は行わない。

○本町は、公立中学校が１校であるため、町教育委員会において公表することが、学校単位の公表となるため、中学校の

学力の結果は非公表とする。

○本町の特徴的な課題と改善方策を公表する。

○【小学校国語】自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えることや、具体的な叙述を基に理由を明確にし

て、自分の考えをまとめることに課題。

○【小学校算数】示された考えを解釈し、示された数値を規準とした場合の求め方を、言葉や式を用いて記述することに課題。

○【中学校国語】表現の仕方について捉え自分の考えを書くことや、相手の反応を踏まえながら、事実や事柄が相手に分かり

やすく伝わるように工夫して話すことに課題。

○【中学校数学】与えられた説明の筋道を読み取り、事象を数学的に表現することに課題。

全体の概要についてⅠ（学力に関する調査より）



①【授業の中でめあてと振り返りを示す】「授業の中で目標が示されていたか。授業の最後に振り返りの活動を行っていたか」

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町H29年度の重点取り組みにかかる概要～

小学校 中学校

肯定的評価「あてはまる」・「どちらかというとあてはまる」は小学校では、全体の約9割5分、中学校では約8割であり、全国・大阪府の割合よりも高評価である。

②【自ら考え取り組む子を育てる】「先生からの課題や，自分たちで立てた課題に対して，自ら考え，自分から取り組んでいたと思いますか」

中学校小学校

否定的評価「あてはまらない」・「どちらかというとあてはまらない」と答えた児童生徒は全体の約4割弱おり、全国・大阪府に比べ割合が高く、授業改善に取り組む上での課題である。
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③【家で計画的に学習する子どもたちを育てる】「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町H29年度の重点取り組みにかかる概要～

④【授業内容がわかる子どもをふやす】「国語・算数（数学）の授業の内容はよくわかりますか」・・・国語と算数（数学）の合算データ

中学校小学校

否定的評価「あてはまらない」・「どちらかというとあてはまらない」と答えた児童生徒が全体の５割以上おり、全国・大阪府に比べ割合が高く、課題となっている。

肯定的評価「あてはまる」・「どちらかというとあてはまる」は小学校では、全体の約7割5分、中学校では約8割であり、中学校は大阪府の割合よりも高評価である。

小学校 中学校



全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町H29年度の重点取り組みにかかる概要～

⑤【授業で自分の考えをまとめ説明や発表ができる子どもをふやす】「普段の授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思いますか」

中学校小学校

肯定的評価「あてはまる」は小学校では、全体の約5割4分、中学校では約4割であり、大阪府の割合よりも高評価である。

⑥【自分には良いところがあると思う子どもたちを育てる】「自分には良いところがあると思いますか」

中学校小学校

否定的評価「あてはまらない」・「どちらかというとあてはまらない」と答えた児童生徒が全体の約3割おり、自尊感情を高めていくことが課題である。



⑦【読書に親しむ子どもたちを育てる】「家や図書館で、普段（月～金曜日）、1日あたりどれくらいの時間、読書をしますか」

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町H29年度の重点取り組みにかかる概要～

小学校 中学校

「0」・「0～10分」をあわせた割合が小学校では約5割6分、中学校では約6割8分あり、全国・大阪府に比べ割合が高く、課題となっている。
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○忠岡町授業改善推進事業（全小・中学校） ・・・小・中学校における教育内容の充実と指導方法の工夫改善を図っています。

○学ぶ楽しさを育む推進事業（小１・２）・・・小学校１・２年生児童に落ち着いた学習環境の提供と基礎的・基本的な内容の確実な定着を図っています。

○学力向上サポーター配置事業（小３・４） ・・・基礎・基本の定着を図り、「確かな学力」を育むためのきめ細やかな学習支援を行っています。

○小学校読書活動推進事業（全小学校）・・・小学校に司書を配置し子どもたちの興味関心を高め、本に接する機会を増やしています。

○学力検査CRTⅡ（小４） ・・・児童の基礎・基本における学習のつまづきの把握と効果的な指導につなげています。

○小・中学校児童生徒学校生活意識調査〈Hyper-QU〉（小５・中２）・・・よりよい学級集団づくりに向けた課題を把握することにつなげています。

○授業力向上支援・・・教員の授業力向上に向けた授業観察、及び指導・助言を行っています。

○授業力向上のための教員研修・・・教科・領域・校種の枠をこえた授業改善と校内研修を活性化につなげています。

○忠岡町授業改善プロジェクトチーム会議・・・学力にかかわる情報共有と各校における学力向上を推進しています。

○小・中学校生徒指導連携会議・・・小・中学校の9年間を見通した取組の共有と連携を推進しています。

○忠岡町英語教育推進事業・・・・小・中学校教員の英語指導力を高めるために、研修等を実施しています。

忠岡町における学力・学習状況に関する施策



忠岡町立忠岡小学校



小学校 国語 漢字を読んだり書いたりする。

課題が見られる設問
正答率
（１） ２３．６％
（２） ６７．３％
（３） ９２．７％
（４） ８０．０％
（５） ５８．２％
（６） ９２．７％

正答率は、全国平均
に比べて低い。

考えられる課題
●漢字が定着していな
い。

これからの指導の方向性

☆習った漢字を、色々な場面で意識的に使用させ
ていくことにより、定着をはかる。

☆朝学習や漢字検定などを活用して、漢字に対す
る学習意欲を向上させていく。
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小学校 国語 メモを使うことのよさについて、どのように考えているかについ
て書く

課題が見られる設問
正答率 ５４．５％
（大阪府６７．２％）
（全国 ６９．２％）
無解答率 ７．３％

正答率は、大阪府平
均に比べて、１０ポイ
ント以上低い。

考えられる課題
●話の構成を工夫して話
すことができるなどのス
ピーチメモのよさを捉える
ことに課題がある。

●無解答率が高いことか
ら、課題に正対できてい
ない児童が多くいる。

これからの指導の方向性

☆国語科にとどまらず、社会や総合的な学習の時
間などと連携し、教科を横断したカリキュラムを作成
するとともに、このような場面を想定できる学習活動
を行う。

☆○字以内で内容をまとめる場面を設定し、内容を
簡潔にまとめる技能を高める。
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小学校 算数 円を使って正五角形をかくとき、円の中心のまわりの角を何度
ずつに分割すればよいかをかく。

課題が見られる設問
Ａ６ 点Oを中心とする円を使っ

て、図１のような正五角形をか
きます。（中略）

まず、図２のように半径をかき、
円周と交わった点を点Aとしま

す。次に、図３のように半径をか
いて点Bの位置をきめます。こ

のとき、角㋐の大きさは何度に
すればよいですか。

正答率
６１．８％
無解答率
３．６％

想定された誤答例以
外の解答率
１２．７％

考えられる課題
●与えられた情報から、
必要な情報を選択し、課
題を解決する

これからの指導の方向性
無解答率は３．６％と課題はあるが、それ以上に、想定した誤答例（８つ）を上回る誤答
を約8人に1人が選んでいることから、この課題に対し必要な情報を選択できていないこ
とが想像できる。
「円の中心のまわりの角の大きさが360度」という基礎的な知識から5角形との関連を
関連付けて考えられるよう、指導していく必要がある。



小学校 算数 「最小の満月の直径」の図に対して、「最大の満月の直径」の
割合を正しく表している図を選ぶ

課題が見られる設問
Ｂ５（１）「最小の満月の直径」を
□、「最大の満月の直径」を■と
して、図に表します。

「最小の満月の直径」をもとに
して「最大の満月の直径」が１
４％長いことを表しているもの
を、下の１から４までの中から１
つ選んで、その番号を書きま
しょう。

正答率
５２．７％
無解答率
５．５％

もとにする量より少な
くなっている量を選ん
だ解答率
２３．６％

考えられる課題
●図やグラフから必要な
情報を選択し、課題を解
決する

これからの指導の方向性
課題に入る前に、本文には月の説明があり、課題を解くヒントになっているが、本校の
児童には文章量が増えることにより、かえって混乱を起こしていることがわかる。

「もとにする量」「くらべる量」については例年課題が見られるが、基準量が明確にもか
かわらず、１や２を解答する児童が約４分の１もいて、全国平均や府平均と比べても約3
倍多いことから、問題文の多い課題に普段から取り組ませる必要性がある。



児童アンケート

課題が見られる設問

質問番号（６）

「自分には、よいところがあると思いますか」

あてはまらない・どちらか
と言えばあてはまらない
43.6％（府24.9％、国
21.9％）

考えられる課題

●自尊感情が低いこと
による、課題克服への
意欲の低下

これからの指導の方向性

○集団づくりにおいて・・・集団解決の場面において、自分の力が発揮できないと感じ
ている児童がこれほど多いと、授業に積極的に参加できていない児童が傍観者と
なっている可能性が高い。今後は、自分の能力について、どの部分が弱く、どの部分
が高いのかを分析し、どのようにすれば今後その力は伸びていくのかを、子どもや保
護者を巻き込みながら追求していく必要がある。



忠岡町立東忠岡小学校



小学校 国語 学級文集のタイトルを決める話合いにおける報告の説明として適切な
ものを選択する

課題が見られる設問正答率 ５６．２％

無解答率 ０．０％

正答率が全国平均を１０ポイント以
上下回っている。

考えられる課題
●互いの話を聞
き、考えの共通
点や相違点を整
理しながら、進行
に沿って話し合う
こと。

これからの指導の方向性
☆ グループや学級で役割を決めて話し合い、より一層
豊かな相互交流を図る。

☆ 一人ひとりの考えを反映させながら、一つの考えに
集約することや 意見を述べ合う中で、各自の考えを
広げたり深めたりできるようにする。

☆ 様々な話し合いの場面において、児童一人ひとりが
それぞれの役割について学ぶことができるように、意
図的、計画的に機会を設定する。
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小学校 国語 漢字を書く

課題が見られる設問正答率 ⑴ ２５．７％
⑸ ５１．４％

無解答率 ⑴ ２３．８％
⑸ ３２．４％

⑴
正答率が全国平均を１５ポイント以上下回っており、無解答率も
高い。
⑸
正答率が全国平均を２５ポイント近く下回っており、無解答率も
高い。

考えられる課題
●漢字を正しく書く
力

これからの指導の方向性
☆ 学年別漢字配当表に示されている漢字を、各学年において
生活で使用する文や文章の中で適切に使うことができるように
指導する。

☆ 漢字を正しく読んだり書いたりするとともに語彙を広げるた
めに、辞書を利用する能力や態度を育て、辞書を利用して調べ
る習慣を付けるよう辞書の利用について学習する第３学年から
意図的・計画的に指導する。
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小学校 国語 「きつねの写真」を読んだあとの話合いにおけるア・イの発言の意図とし
て、適切なものをそれぞれ選択する

課題が見られる設問正答率 １４．３％
無解答率 ５．７％

正答率が全国平均を１０ポ
イント以上下回っている。

考えられる課題
●自分の考えを広げた
り深めたりするための発
言の意図を捉えることに
課題がある。

これからの指導の方向性

☆ 物語を読んで感想を伝え合い、ものの見方や考え
方を広げる。

☆ 互いの感想を聞き、一人ひとりの感じ方に違いがあ
ることに気付き、それを基に自分の考えを広げたり深
めたりする。

☆ 自分の経験や考えに結びつけて感想を伝えることや
互いに質問をし合って補完し合うような活動を行う。
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省
略
）

二

[

話
し
合
い
の
様
子
の
一
部]

の
中
の
波
線
部

ア
・イ
の
発
言
は
、
こ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
り
ま
す
か
。
最
も
適
切

な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（
省
略
）



小学校 国語 物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまと
める。

課題が見られる設問
正答率 １９．０％
無解答率 ３９．０％

正答率が全国平均
を20ポイント以上下
回っている。

考えられる課題
●物語を読んで考えたことを
発表し合い、叙述を基に自分
の考えをまとめること。

これからの指導の方向性

☆ 物語を読んで、ものの見方や考え方を広げる。

☆ 物語の複数の場面を関係付けて読み取る。

☆ 叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめ
る。

Ｂ

3

大
岩
さ
ん
の
学
級
で
は
、
・・・・・・・・・・・・

（
省
略
）

三

[

話
し
合
い
の
様
子
の
一
部]

の
中
の
□
Ｂ
の
と
こ
ろ

で
、
田
中
さ
ん
は

[

物
語
の
一
部]

の
言
葉
や
文
を
取
り

上
げ
な
が
ら
、
松
ぞ
う
じ
い
さ
ん
や
と
び
吉
が
き
つ
ね
で

あ
る
と
考
え
た
わ
け
を
話
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
田

中
さ
ん
な
ら
ど
の
よ
う
な
わ
け
を
話
し
ま
す
か
。
次
の

条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

（
省
略
）



小学校 算数 商を分数で表すことができる

課題が見られる設問

Ａ ２ （４）

５÷９（商を分数で表しましょう。）

正答率 ４６．７％
無解答率 １１．４％

正答率が全国平均を２０ポイント以上下回っ
ており、無解答率も高い。

考えられる課題

●わり算の商を分数で表すことに課題があ
る。

これからの指導の方向性

被除数の大きさを除数で等分した一つ分の大きさと商が一致することを、図や数直線を
使って考える場を設定し、図を基に実感的に理解できるようにする。



小学校 算数 実験結果の数理的な処理と解釈・表現（ゴムの力で動く車）

課題が見られる設問

Ｂ ３ かずやさんたちは、ゴムの力で動く車を
作りました。下の図のように車と発射台を輪ゴ
ムでつなぎ、車を引いて輪ゴムをのばしてから
放すと、車が進みます。車の先頭が、図のア
の位置に来るまで輪ゴムをのばした場合と、イ
の位置に来るまで輪ゴムをのばした場合に、
どれだけ車が進むのかを調べます。
（省略）
（２）７m２０cmをこえた部分に着目した平均の
求め方を、言葉や式を使って書きましょう。

正答率 １２．４％
無解答率 ２９．５％

正答率が極めて低く、全国平均を１０
ポイント以上下回っており、無解答率
が高い。

考えられる課題

●仮の平均を用いた考えを解釈し、
示された数値を基準とした場合の
平均の求め方を、言葉や式を用い
て記述することに課題がある。

これからの指導の方向性

グラフや式、言葉などを関連付けながら説明する活動を設け、結果がおよそどれくらい
になるかを見積もったり、能率的に処理するために工夫して計算したりすることができる
よう指導する。



小学校 算数 日常生活の事象の数学的な解釈と判断の根拠の説明
（見かけの月の大きさ）

課題が見られる設問
Ｂ ５ 月は、地球のまわりを回りながら、地球
に近づいたり、はなれたりしています。

（省略）
⑵ 「最小の満月の直径」を1円玉の直径とし
たときに、「最小の満月の直径」をもとにして
１４％長くなっている「最大の満月の直径」は
100円玉と500円玉のどちらの直径に近いで
すか。下の１と２から選んで、その番号を書
きましょう。また、選んだ硬貨のほうが「最大
の満月の直径」に近いと考えたわけを、言葉
や式を使って書きましょう。
１ １００円玉
２ ５００円玉

正答率 ５．７％
無解答率 １５．２％

正答率が極めて低い。

考えられる課題

●身近なものに置き換えた基準量
と割合を基に、比較量に近いものを
判断し、その判断の理由を言葉や
式を用いて記述することに課題が
ある。

これからの指導の方向性

割合における基準量、比較量、割合を、それぞれの関係を表す図をかいたり、数量の
関係を表す図から解釈できる演算に着目して説明する活動を取り入れた指導をする。



児童アンケート 質 問 （１２・１３）

課題が見られる設問

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら
いの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを見た
り、聞いたりしますか。（勉強のためのテ
レビやビデオ・ＤＶＤを見る時間、テレビ
ゲームをする時間は除く）

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら
いの時間、テレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やス
マートフォンを使ったゲームも含む）をし
ますか。

テレビやビデオ・ＤＶＤ
４時間以上 ２１．９％
３時間以上４時間未満 １５．２％

テレビゲーム
４時間以上 １８．１％
３時間以上４時間未満 １１．４％

考えられる課題

●生活リズムの乱れ。
●家庭学習が習慣化されていない。

これからの指導の方向性

家庭学習チャレンジ週間の取組み等を通した、基本的な生活習慣の確立。

家庭学習の習慣化と基本的な生活リズムの定着。



児童アンケート 質 問 （１５・１８）

課題が見られる設問

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜
日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強
をしますか。（学習塾で勉強している時間
や家庭教師に教わっている時間も含む）

学校の授業時間以外に、普段（月～金
曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読
書をしますか。（教科書や参考書、漫画
や雑誌は除く）

１日当たりの勉強時間
１時間未満 ３７．１％
全くしない １１．４％

１日当たりの読書時間
１０分未満 ２５．７％
全くしない ３５．２％

考えられる課題

●生活リズムの乱れ。
●読書に親しむ機会が不足している。
●家庭学習が習慣化されていない。

これからの指導の方向性

家庭学習チャレンジ週間の取組み等を通した、基本的な生活習慣の確立。
図書室や図書館の活用についての指導の充実。
家庭学習の習慣化と基本的な生活リズムの定着。



児童アンケート 質 問 （１９）

課題が見られる設問

昼休みや放課後、学校が休みの日に、
本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除
く）を読んだり、借りたりするために、学校
図書館・学校図書室や地域の図書館に
どれくらい行きますか。 図書館へ行く回数

年に数回程度行く ３２．４％
ほとんど、または全くいかない ５１．４％

考えられる課題

● 読書に親しむ機会が不足している。

● 家庭学習が習慣化されていない。

これからの指導の方向性

「めざせ１００冊！」や読書週間等の取組みを通した、読書指導の推進と充実。

読み聞かせや図書の紹介等を取り入れた、図書の時間の工夫。

図書室や図書館の活用についての指導の充実。



児童アンケート 質 問 （２９・３１・３２）

課題が見られる設問

家で、自分で計画を立てて勉強をして
いますか。

家で、学校の授業の予習をしています
か。

家で、学校の授業の復習をしています
か。

計画を立てて勉強
あまりしていない ２５．７％
全くしていない ２４．８％

授業の予習
あまりしていない ４１．９％
全くしていない ３５．２％

授業の復習
あまりしていない ４３．８％
全くしていない ２９．５％

考えられる課題

● 基本的な生活習慣が確立されていない。
● 家庭学習が習慣化されていない。

これからの指導の方向性

家庭学習チャレンジ週間の取組み等を通した、基本的な生活習慣の確立。

家庭学習の習慣化と基本的な生活リズムの定着。



忠岡町立忠岡中学校



課題が見られる設問

全国平均と１８．６％も差があ
り、無解答率も２８．６％と高
い。

正答率 本校 ４４．２％
大阪府 ６０．９％
全国 ６２．８％

考えられる課題
・同じ音が多数あるため、
正しく選択することができ
ない。

・漢字の持つ意味を理解
し、使用していない。

これからの指導の方向性
○定着しにくい漢字や間違いやすい漢字については、必要
に応じて辞書などを活用する。

○漢字の持つ意味を理解した上で、定着するまで繰り返し
書くよう指導していく。

○同音異義語をまとめ、練習問題に取り組むようにしてい
く。

中学校 国語Ａ 文脈に即して漢字を正しく書く。

９
ー
一

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
中
の
ー
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を

漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。

１

組
織
の
キ
ボ
を
大
き
く
す
る
。



課題が見られる設問

全国平均と１６．２％も差があ
り、無解答率も３２．７％と高
い。

正答率 本校 ２５．２％
大阪府 ３８．６％
全国 ４１．４％

考えられる課題
条件1の比喩を用いた表

現が含まれる一文を抜き
出すことができない。

これからの指導の方向性
○解答の条件を理解し、適切な形で答えられる力をつけ
る。

○感じたことや考えたことを書く際に、なぜそのように感じた
のか、文章のどこからそのように考えたのかなどについて、
根拠を明確にして書くように指導していく。

○表現技法について理解し、表現を見つけることができるよ
うにしていく。

中学校 国語Ｂ 表現の仕方について捉え、自分の考えを書く。

１
ー
三

青
山
さ
ん
は
、
【
本
の
紹
介
カ
ー
ド
】に
あ
る
「比
喩

を
用
い
た
表
現
」に
着
目
し
て
【
本
の
一
部
】を
読

み
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
あ
と
の
【
読

書
の
記
録
】
に
書
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
【
読
書

の
記
録
】の
〈
心
に
残
っ
た
一
文
〉と
〈
感
想
〉に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
書
き
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２

に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。



中学校 数学Ａ
扇形の弧の長さを求めることができる。

課題が見られる設問 (A-4-(3))
半径が５ｃｍ、中心角が１２０°のおうぎ
形の弧の長さを求めなさい。
ただし、円周率はπとします。

正答率 本校 19.7％
府 31.7％

無解答率 本校 34.0％
府 19.9％

Ａ問題の中で、正答率が一番低
く、無解答率が一番高い。

考えられる課題

・円周は求められるが、円周から扇形
の弧の長さを考えることができない。

これからの指導の方向性

・扇形を円の一部として捉え、弧の長さが中心角の大きさに比例することを確認する場
面を設定する。

・なぜ、そのような公式になったのかを扇形の弧の長さと中心角の大きさの関係から考
えることによって、自分で導き出せるようにも指導していく。



中学校 数学Ｂ
与えられた説明の筋道を読み取り、事象を数学的に表現することができる。

課題が見られる設問 (B-2-(2))

図１のようにストローを囲むと、六角
形をｎ個つくるのに必要なストローの
本数は、次のように説明できます。
ストローを図１のように囲むと、1つ
の囲みにストローが6本ある。・・・・・・
このとき、2回数えているストローが

本あるので、必要なストロー
の本数は6ｎ本より 本少ない。
したがって、・・・6ｎ－( ) にな

る。上の説明の には、同じ式
が当てはまります。 に当ては
まる式を、ｎを用いて表しなさい。

正答率 本校 30.4％
府 41.0％

無解答率本校 18.2％
府 11.4％

正答率が府と10.6％も差があり、無解答率
も18.2％と高い。

考えられる課題

・与えられた説明の道筋を読み取り、事象
を数学的に表現することができない。

これからの指導の方向性
・文章題を演習し、問題の読解力の向上に努めていく。
・数学的な表現が苦手なので、図などを用いてヒントを提示し、事象に即して解釈した
り、説明する場面を設定していく。



生徒アンケート 質 問 （１５）

課題が見られる設問

学校の授業時間以外に、普段（月～金
曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉
強をしますか（学習塾で勉強している時
間や家庭教師に教わっている時間も含
む）

「３時間以上」と回答した生徒は１６．４％で、大阪の平均１３．８％の＋２．６％、全
国の平均１０．１％の＋６．３％で多いが、「全くしない」と回答した生徒は１５．１％で
大阪府の平均９．５％の＋５．６％、全国平均４．９％の＋１０．２％と多い。

考えられる課題

「全くしない」と回答した生徒が、平日
では１５．１％であり、休みの日では

３０．８％もある。家庭学習の習慣をつけ
ていくことが課題だと考えられる。

これからの指導の方向性

「家で、学校の宿題をしていますか」の質問にも８．９％の生徒が「全くしていない」と
回答している。わかりやすい授業をすることにより、授業を聞いていればできる宿題を
計画的に出し、適切な評価をすることにより、家庭学習の習慣をつけさせる。



生徒アンケート 質 問 （５９）

課題が見られる設問

１，２年生のときに受けた授業では、生
徒の間で話し合う活動をよく行っていたと
思いますか。

「当てはまる」と回答した生徒は１５．８％で、大阪府の平均３１．８％、
全国の平均３８．９％の半数にも満たない。

考えられる課題

基礎・基本の理解と定着に時間をかけ
ているため、話し合い活動の機会が少
ない。

これからの指導の方向性

現在取り組んでいる「授業の構造化」をより一層進め、「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けて取り組んでいく。


